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対面会話のモデル化とHCIへの応用
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チャット，電子メール テキストベースの対話システム

電話 音声対話システム

対面会話 ヒューマノイド型インタフェース

人間同士 人間対コンピュータ
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チャットボット，ペッパー

� チャットボットの研究が盛んにおこなわれている

� マイクロソフト「りんな」

� 音声対話によるアプリケーションの実用化も
進んでいる

� アップル：Siri

� NTT Docomo：しゃべってコンシェル

� コミュニケーションロボットも実用化
が進んでいる

� 性能が不十分である点は多々ある
ものの，受け入れられ，使われつつ
ある．
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ラポートエージェント

� 会話エージェントへの信頼

� 笑顔や頷き等を返すとエージェントへの信頼感を向上させる

� エージェントへの信頼感が向上すると

� より長く話す

� より多くの内容を打ち
明ける

� カウンセリングなどへの
応用を検討
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医療，健康支援エージェント

� 退院時に十分な時間をとって服薬指導ができない

� 薬剤の説明を読んで理解できない人は正しく服薬できず，病気から回復
しない

� 服薬指導エージェント

� ユーザのペースに
合わせられる

� 何度でも聞ける
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高齢者のためのエージェントの必要性

� 認知症高齢者の数が年々増加している

� 記憶障害，精神的不安定等の問題

� 話すことにより精神的安定が得られる

� 人工物だから遠慮せず長話も

� コミュニケーションの機会は社会的孤立を防ぐ
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認知症高齢者のための会話エージェントの開発

� 日常の生活などについて質問し，話の聞き役となるアニメーションキャラ
クタ

� 声の調子から相槌や頷きを返す

� 会話を行うことの楽しさを提供でき，介護者の負担軽減の可能性を見い
だせた

� 会話を通して認知症高齢者の日々の健康状態・状態把握を行う

� 日々の状態の良し悪しを把握

� 離れた家族に状態を報告するサービスに発展
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会話活動評価値[野中ら 2014]

• 被験者が問いかけに対して、テンポよく、リズムよく、
積極的に応答しているかを表す値

• 被験者の会話活動を評価する指標

� 「内面のポジティブ感」、「聴覚情報」、「話す姿勢」、
「表情・体勢」の4項目に関する20の質問からなる
アンケートを実施

� アンケート値の平均は65.6点（100点満点）

大学生15名

� 収集方法

×被験者18名
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韻律情報の特徴量

音声データ

音声分析ソフト
ウェア（Praat）
音声分析ソフト
ウェア（Praat）

ピッチ ユーザの発話区間の声の高さの平均

発話長 ユーザの発話開始から発話終了までの時間

抑揚 ユーザの発話区間におけるピッチの最高値と最低値の差

反応時間 エージェントの発話終了からユーザの発話開始までの時間
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頭部移動情報

フレームごとの頭部移動量

頭部移動量の離散フーリエ解析の結果

動画

フェイストラッキング
ソフトウェア（FaceAPI）
フェイストラッキング
ソフトウェア（FaceAPI）
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(�1,1,�1)：現フレームの頭部座標値 、(�2,2,�2)：前フレームの頭部座標値

約0.13	��刻みに96の周波数帯に分割した値
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頭部移動量の周波数解析のグラフ

会話活動評価値の高い被験者 会話活動用価値の低い被験者

周波数間の変動
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特徴量として用いた顔面特徴点
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韻律情報・視覚情報の組み合わせ

① 韻律情報モデル（Pモデル）

② 韻律情報＋頭部移動情報モデル（P＋Hモデル）

③ 韻律情報＋顔面特徴点移動量モデル（P+Fモデル）

④ 韻律情報＋頭部移動情報＋顔面特徴点移動情報モデ
ル（P+H+Fモデル）
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韻律情報 頭部移動情報 顔面特徴点移動情報
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回帰方法の評価

�未知データに対する二乗誤差を用いた回帰方法の評価

Pモデル P+H モデル P+F モデル P+H+F モデル

Ridge回帰
分析

1.260 0.704 2.041 1.859

悪い，普通，よいの3段階評価の精度：約71%
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システム構成

2018/8/22
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ユーザ音声

ユーザ映像

韻律情報入力
モジュール

視覚情報入力
モジュール

資源統合
モジュール

会話活動評価
モジュール

オーディオ
マイク

ウェブカメラ

対話状態管理
モジュール

Unity

発話生成
モジュール

韻律解析
モジュール

頭部移動量解析
モジュール

対話制御
モジュール

出力
モジュール

情報解析部
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システムの動作

１回のインタラクションが
終了するたびに
評価値が更新される

会話に消極的な場合会話に積極的な場合
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会話活動報告システム

ログファイル
選択

ダイジェスト文表示

ビデオ表示
反応性表示
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語りかけエージェントによる⾒守りサービス

音声，画像

アニメーション
音声

介護者，
家族へ
の報告

韻律処理

音声認識

表情認識

会話エージェント

Yes/No判断

話題決定

会話活動評価値
推定

入力処理

レポートシステム

• アニメーションエージェントが高齢者に様々な話題について語りかけ．
• 会話中の音声，表情から会話活動を自動評価．高中低の3段階評価の精度71%．
• 会話活動評価結果をわかりやすくレポート．介護者への支援．
• 高齢者の会話への頷き，話題の自動決定．

システムの概要


